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英語英文学科 Accelerated English Studies（AES）コース受講生募集要項 
 

AESコース受講生を、以下の要領で募集します。 
 

【AESコースとは】 

本学科カリキュラムの特色の 1 つで、学習意欲と英語能力の高い学生を対象とする 

English Immersionのコースです。より高度な、とりわけ海外の高等教育機関への留学

や卒業後の進学および現地での就業に求められる英語運用能力を有する学生の育成を

目的としています。実際、受講生のうち数名が在学中に本学の協定大学留学制度を利用

した留学をし、成果をあげています。 

本コースは、２年次春学期からの受講を基本としますが、２年次秋学期または３年次春

学期から受講のチャンスもあります。 

 

〔参考〕2021年度生 TOEIC® L&Rスコア（2022年 11月）AESA平均 738 AESB平均 664 
 

【科目構成】 

授業担当者は主にネイティブスピーカー教員で、授業はすべて英語で行います。授業中

には英語による活発な意見交換も行うため、受講生はハイレベルな環境で学ぶことが

できます。 

 

【定員】 

AESAコース（Advanced）、AESBコース（Intermediate）それぞれ 20名程度 

 

【募集対象】 

申請時に 1年次または２年次生 

 

【申請資格】 

出願する前の学期末累積 GPAが 2.0以上で、学習意欲と英語能力の高いすべての者 

 

2024年度 2年次生対象科目 単位数 備考 2024年度 3年次生対象科目 単位数 備考 

[基礎教育科目]   [基礎教育科目]   

Public Speaking Ⅰ・Ⅱ (AESA) 1  Academic Skills Ⅰ・Ⅱ (AESA) 2  

Public Speaking Ⅰ・Ⅱ (AESB) 1  Academic Skills Ⅰ・Ⅱ (AESB) 2  

Active Listening Ⅲ・Ⅳ (AESA) 1  CALL EnglishⅠ・Ⅱ (AES) 2 AB合同 

Active Listening Ⅲ・Ⅳ (AESB) 1     

ReadingⅢ・Ⅳ（AESA） 2     

ReadingⅢ・Ⅳ（AESB） 2     

Writing Strategies I・Ⅱ (AESA) 2     

Writing Strategies I・Ⅱ (AESB) 2     

[応用・各論科目]      

Studies in English L（AES） 2 AB合同    

Studies in English M（AES） 2 AB合同    

AES コース生は、3 年次以降の英語に

よ る 開 講 科 目 で あ る Advanced 

Studies in English A～L または

Shakespeare Production III のうち

少なくとも２つを履修することを強

くお勧めします。 
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【コース在籍の継続について】 

・学期終了ごとに、授業態度や英語能力をもとに、受講生の審査を行います。必要に応じて面談を行います。 

・全てのコース対象科目で 80 点以上を取得した者は無条件でコースに残留することができます。 

・コース対象科目のうち 80点未満の科目がある者は、コース残留の可否を審査により決定します。 

・コース対象科目のうち 1 科目でも不合格（60 点未満）科目がある場合は、コースに

残留することはできません。 

・クラス変更の場合は、「英米文学基礎ゼミナール I・II」のクラスも変更します。   

それに伴い、テキストを新たに購入しなければならない場合もあります。 

・コース在籍継続の場合は、新たに申請する必要はありません。 

 

【申請時期】 

2 年次春学期受講開始：1 年次秋学期に申請 

2 年次秋学期受講開始：2 年次春学期に申請 

3年次春学期受講開始：2年次秋学期に申請（ただしこの場合修了要件を満たしません） 

 

【コース修了要件】 

次のいずれかを満たすこと。 

（1）3 semesters of AES study 

（2）2 semesters of AES study and 1 semester studying abroad 

（3）1 semester of AES study and 2 semesters studying abroad 

※また、3 年次春学期からコース在籍を開始することも可能です。ただしその場合は「コー

ス修了」とみなされません。 

 

【修了証】 

コース修了要件を満たした者には、「修了証」を授与します。3 年次春学期から履修を

開始し、2 学期間コースに在籍した者には、「AES コース受講証明書」を発行します。 

3 年次秋学期最終週のランチライムに「修了式」を開催します。 

 

【コース在籍中にセメスター語学留学した場合】 

帰国後 AESコースを受講することはできます。ただし、面談が必要な場合があります。 

また AES科目は、セメスター語学留学に係る単位授与科目には該当しません。 
 
【選考方法】 

以下の諸要件により総合的に判断し選考します。 

（1) 提出書類（Application Form for AES Course） 

（2）Writing Test（日時は P.3参照）※他の予定を入れないこと。 

（3）評価票 

（4）成績(GPA)および履修状況（成績通知書を提出する必要はありません） 

（5）面接（AESコーディネータが必要と判断した申請者のみ） 

（6) TOEIC® L&R（IPを含む）の結果 
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【申請方法】 

申請期間中に、セメスター語学留学・協定大学留学・認定留学・休学中の場合でも、

申請時期、方法は同じです。必ず事前に英語英文学科事務室に相談してください。 

※申請には、Googleアカウントが必要です。 

 

①Application Form for AES Course 

入力フォーム URL・QRコード 

・2023年度秋学期履修スタート希望者用  

 

https://forms.gle/HR2THwLp8LkPRtcg7 

 

・2024年度春学期履修スタート希望者用  

 

https://forms.gle/nfgMVjnmMf3dsU4y8 

 

 

②評価票 ３名分（下記科目の各担当教員に作成及び提出をメール等で依頼すること） 

現１年次生：Writing Skills/ Speaking / Active Listening 

現２年次生：英米文学基礎ゼミナール/ Public Speaking / Writing Strategies 

※ 各自、各担当教員に作成及び提出の依頼を早めにすること。 

※ 評価票フォームは英語英文学科事務室より科目担当教員に送付します。 

     

         評価票作成・提出依頼 

             

 

    評価票フォーム送付                提出 

                              
 
【申請締切・Writing Test・選考結果発表】 

 2023度秋学期 

 履修スタート希望者 

（現 2年次） 

2024年度春学期履修スタート希望者 

 現 1年次 現 2年次 

申請締切 
2023年 7月 7日

（金）17:00 
2023年 12月 1日（金）17：00 

Writing 

Test 

2023年 7月 12日

（水）15:00～ 

2023年 12月 6日

（水）15:00～ 

2023年 12月 6日 

（水）16:15～ 

詳細は後日お知らせします。 

選考結果

発表 

7月下旬 2024年 1月中旬  

（選考結果通知を個別に大学のメールアドレス宛に送ります） 

申
請
者
（
学
生
） 

英
語
英
文
学
科
事
務
室 

各
担
当
教
員 

英
語
英
文
学
科
事
務
室 （評価票提出の流れ） 

 

https://forms.gle/HR2THwLp8LkPRtcg7
https://forms.gle/nfgMVjnmMf3dsU4y8
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【現受講生の声】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AES コースは自らすすんで英語を話すことのできる

環境下で学びを深めることができます。AES必修クラ

スでは英語を学ぶ言語としてではなく「ツール」としてコ

ミュニケーションを取る授業が展開されます。クラスに

は英語が飛び交い、まるで外国で授業を受けているよ

うな環境です。英語で学ぶことは、難しく感じる方も多

いと思いますが、高い向上心をもったクラスメイトや手

厚く指導してくださる先生方とともに学べる環境は AES

コースにしかない魅力です。難しい課題をしなければ

ならない時も多々ありますが、クラスの仲間たちと互い

を鼓舞しながら高め合うことができます。 

クラスには協調性や一体感、前向きな空気感が常

に感じられます。それはクラスメイトそれぞれが英語を

頑張りたいという強い気持ちがあるからです。そんな仲

間とともに学ぶと自然と自分自身ももっと頑張ろうと思

えます。AESに入ったばかりの頃は、周りの英語スキ

ルに圧倒されてなかなか主体的に発言することができ

ませんでしたが、一緒に頑張ろうという暖かな雰囲気

の中で次第に自分から発言する力や、英語を話すチ

ャンスを逃さないようにしようという意識が強まりまし

た。 

AES コースでは何事も自分から行動しなければなら

ないですが、それは自身にとって大きな成長につなが

ります。英語のスキルは関係なく、成長したいという意

志のある方には是非 AES コースに入っていただきたい

です。 

2

2021 年度生 AESA クラス受講生

（Y.M さん） 

私が AESコースに入って良かったと思うことは、

英語力が伸びたことと、英語学習と、学科の専門

の学びへの意欲がより高まったことです。 

 

AESは、オールイングリッシュで授業、クラスメイ

トと会話、そしてプレゼンをします。最初は失敗す

ることを恐れて抵抗感がありましたが、優しくも熱

心な先生方や、自らどんどんチャレンジするクラ

スメイトたちのおかげで自然と積極的に英語でコミ

ュニケーションを取れるようになっていきました。 

 

授業だけでなく課題もかなりハードで、ついていく

のにも必死です。それでも、みんなが同じくらい努

力して手を抜かずに取り組む姿に刺激され、自

然とやる気に繋がったので、不思議と苦には思い

ませんでした。 

 

少しでも気になっている方、英語力を高めたい

方、コミュニケーション能力を高めたい方、プレゼ

ンテーション力を高めたい方、それを土台にして

専門の学びを深めたい方、ぜひ AESでチャレン

ジしてみませんか？ 

 

2

2021 年度生 AESA クラス受講生

（H.H さん） 
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This is a great opportunity to challenge yourself and become the best 

that you can be! Studying in the AES Course has many advantages - 

being immersed in an advanced-level English language program where 

you can further improve in the four skills (speaking, writing, reading and 

listening) and gain confidence in yourself. Take the challenge! Good luck! 

【担当教員の声】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留学に関する基本方針】 

本学には、協定大学留学をはじめとする中・長期留学制度が整っています。 

学習意欲と英語運用能力の高い AESコースの学生は、とりわけこれらを活用した海外

留学を積極的に検討するとよいでしょう。 

 

協定大学留学を希望する場合 

所定の英語要件をクリアしていること、利用する留学制度や希望の留学先を定めて

おくなど、周到な準備が必要です。そのためには、留学開始時期に関わらず、1年次

の間から国際課に相談し情報収集を行うなど、計画的に準備を進めていくことが肝

要です。そうすれば時間的に無理なことはありません。 

4年次に留学する場合、留学先や単位認定状況によっては、4年間で卒業できない場

合もあります。この点にはくれぐれもご注意ください。 

 

AESコース受講生が、在学中に海外の大学などへ必ず留学しなければならないという

ことはありません。また、このコースに所属していれば必ず留学することができると

いう訳でもありません。本コース設置の趣旨は、あくまでも「海外留学で充分な成果

を上げられるだけの基礎的な英語運用能力を養成する」ことにあります。このため、

実際に留学するかしないかは各々の判断に委ねられます。 

 

協定大学留学、認定留学いずれの場合も、留学に関わる諸手続きは各自の責任におい

て行う必要がありますが、国際課、および英語英文学科教職員が、みなさんの質問や

相談に応じます。気軽にお尋ねください。 

 

 


